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する小学４年生～中学３年生 206 名について、担当職員 101 名に回答を求めた。使用した項目は、児童養護施設で生
活する子どもに認められる特性や問題とみなされる行動に関する項目 64 項目であった。慢性反復性トラウマ反応に
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ことを目的とした。児童養護施設８施設で生活する中学生 75 名と一般家庭で生活する中学生 110 名を対象とし、担
当施設職員 29 名、担任教諭 18 名に回答を依頼した。CBCL、第３章第１節で作成した対人関係機能不全尺度 29 項
目（以下原版）に新たな項目を加えて、分析を行った。「攻撃/衝動的行動」「脅えと不安」「回避と孤立」「愛着行
動の希求と回避」の４因子 23 項目からなる対人関係機能不全尺度改訂版が作成された。次に、CBCL との間に有意








































論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、被虐待体験を受けた子どもの心理・社会的不適応として、心的外傷性症状や対人関係の問題に関する実
証的研究を行い、青年期前期の児童養護施設で生活する子どもに対する援助への臨床的示唆を得ることを目指した。 
 第２章では、被虐待体験、愛着スタイルの特性と心的外傷性症状の関連を検討し、愛着状態と心的外傷性症状との
関連について性差を検討した。虐待の有無による影響は見出されず、男子より女子の方が心的外傷性症状は強く、両
価性の愛着特性が心的外傷性症状を強めることを明らかにしている。 
 第３章第１節では、子どもに見られる対人関係における問題を把握する尺度を作成し、内容的妥当性、因子的妥当
性と信頼性を確認した。第２節では、対象者を一般家庭で生活する子どもに広げて、対人関係機能不全尺度改訂版を
作成し、改訂版の構成概念/基準関連妥当性を子どもの行動や情緒の問題を測定する尺度（CBCL）との関連によって
検討した。結果から、収束的妥当性と一定の基準関連妥当性が確認された。 
 第４章では、被虐待体験の有無と種別によって、対人関係機能不全尺度における差異を検討した。一般群と虐待あ
り群、虐待なし群とあり群において差異が見られ、虐待の影響に加えて、施設入所もしくは入所以前の経験によると
考えられる影響が見出された。また身体的虐待経験とネグレクト経験により、対人関係の問題において先行研究を支
持する特徴が認められた。 
 第５章では、ライフイベンツとして、養育者との死別、離別、いじめの被害の有無に焦点づけ、それらが対人関係
の問題、心的外傷性症状に及ぼす影響を検討した。喪失経験のいずれかを持つことで対人関係の問題が高いことが示
された。心的外傷性症状と対人関係の問題の関連は薄かったため、心的外傷性症状の感じ方や訴え方が個人の特性に
よって変化する可能性が示唆された。 
 第６章では、被虐待体験による愛着スタイルと対人交渉方略への影響を検討し、被虐待体験、ライフイベンツ、愛
着スタイル、対人交渉方略が対人関係機能不全と心的外傷性症状へ及ぼす影響を検討した。愛着スタイルのとらわれ
型では自己評定による症状が高く、拒絶型では他者評定によって問題が高かった。また被虐待経験者で、対人葛藤に
際して自分の欲求を抑える子どもは対人関係の問題は少ない一方で、対人葛藤に際して協調的方略を採る子どもは、
対人関係で脅えが強いという特有の傾向が見られた。 
 第７章総合論議 対人関係機能不全尺度は感情表出方略、記憶方略の実験などと合わせて実施することによって、
被虐待体験に関連する要因についてより多面的な評価に貢献するものと考えられる。また対人関係の問題において、
否定的ライフイベンツの影響についても検討する必要性が示された。被虐待経験者の心理的援助を考える上で、被虐
待経験者の愛着状態を長期的に変動させる要因、対人葛藤の認知の特徴を今後詳細に検討することが必要であろう。
これまで、被虐待経験と心理的適応を介在する要因について臨床的な研究は行われていたが、定量的・実証的な研究
はなされていなかったことを、量的研究を可能にする研究対象者の確保に大変な努力を払い検討を重ねたという点で
は非常に意義深いと考えられる。 
 以上のことを総合すると、本論文は博士（人間科学）の学位授与にふさわしいものと判定する。 
